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日本原子力学会は、公衆の安全をすべてに優先させ、原子力および放射線の平和利用に関する学術および技術の進歩を図り、その成果の活用と普及を進め、もって環境の保全と社会の発展に寄与することを目的として活動します。平成28年度においてもこの目的を達成すべく、以下の事業を実施します。
　当学会は、その活動が、東京電力福島第一原子力発電所事故（東電福島事故）を防ぎ得なかったことを真摯に受け止め、以後長期にわたり福島の環境修復や事故プラントの廃止措置などに真剣に向き合っていく決意を学会内外に表明しています。平成26年度に立ち上げた「福島第一原子力発電所廃炉検討委員会（廃炉委）」を中心に、今後長期にわたり取り組まれる廃止措置への学術的提言の発信や、学会事故調の提言・課題のフォローに引き続き取り組んでいきます。
　　―　以下省略　－



１．会員相互の調査、研究の連絡ならびに国内外の関連学術団体等との連絡および協力
(1)福島第一原子力発電所廃炉検討委員会
　福島第一原子力発電所の廃止措置は、かつて経験のない技術的な挑戦を伴いつつ、極めて長期にわたり継続される事業です。このため、日本原子力学会としてこの問題に長期に取り組み事故炉の廃炉が安全かつ円滑に進むよう技術的・専門的な貢献を行うとともに学会事故調の提言・課題をフォローするため、平成26年度に「福島第一原子力発電所廃炉検討委員会」(廃炉委、委員長：宮野廣、副委員長：関村直人、岡本孝司)を設置し、継続的に活動を行っています。平成29年度は、部会・連絡会との連携を強化しつつ、新たに設けた他の学協会との連携にも取り組み、広く学術の集約を図っていきます。廃炉委の開催を年に4回程度を目安に継続するとともに、個別検討課題に取り組むために設立した分科会－事故課題フォロー分科会（主査：山本章夫）、ロボット分科会（主査：吉見卓）、建屋の構造性能検討分科会（主査：瀧口克己）、リスク評価分科会（主査：山口彰）)、及び廃棄物検討分科会（主査：柳原敏）の活動を進めていきます。これらの活動に当たっては、多分野の専門家や他学会からの参画を積極的に進めます。社会への情報発信、社会とのコミュニケーションを強化すべく、毎年3月には、学術として福島第一の廃炉を俯瞰した課題を洗い出し、シンポジウムを開催して、今後の取り組みに役立つ意見交換を行います。また、学会としては、「秋の大会」では関係機関の協力も得て関連研究に関する意見交換の場を、また「春の年会」では廃炉委の活動成果に関する意見交換の場を設けることを企画していきます。国際会議に関しても廃炉委としての取り組みを検討していくこととしています。事故炉の廃炉に対する社会的な関心を踏まえ、廃炉委と分科会の成果については、学会会員に加え、社会への情報発信も重要であり、国内、国外に積極的に公表していく予定です。
(2)福島特別プロジェクト
　―　以下省略　－


















一般社団法人　日本原子力学会
平成28年（2016年度）度事業報告

本会は、「東京電力福島第一原子力発電所事故(東電福島事故)」を防ぎ得なかったことを真摯に受け止めて、平成25年度に改定した定款に基づき、引き続き、公衆の安全をすべてに優先させ、原子力および放射線の平和利用に関する学術および技術の進歩を図り、その成果の活用と普及を進め、もって環境の保全と社会の発展に寄与することを目的に、活動を進めてまいりました。
平成28年度は、福島事故関連活動として、引き続き、学会事故調が「東電福島事故に関する調査報告書」において取り纏めた50項目に及ぶ提言のフォローを行うと共に、福島第一原子力発電所で進められている廃止措置に対して学術的提言等を行うための活動について、「福島第一原子力発電所廃炉検討委員会（廃炉委）」を中心に取組んでいます。
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1．原子力の平和利用に関する学術および技術の調査、
　研究ならびに標準の制定
(1)学術および技術の調査、研究
　
(2)福島第一原子力発電所廃炉検討委員会
　福島第一原子力発電所の廃炉は、かつて経験のない技術的な挑戦を伴いつつ、極めて長期にわたり継続される事業です。このため、日本原子力学会としてこの問題に長期に取り組み事故炉の廃炉が安全かつ円滑に進むよう技術的・専門的な貢献を行うとともに学会事故調の提言・課題をフォローするため、平成26年度に「福島第一原子力発電所廃炉検討委員会」(「廃炉委」、委員長：宮野廣、副委員長：関村直人、岡本孝司)を設置し、活動を進めています。3年目となった平成28年度は、個別検討課題に取り組むために設立した分科会の活動が進展し、情報発信、コミュニケーションのための活動も拡がりました。年度内に4回の委員会を開催するとともに、秋の大会、春の年会、シンポジウムにおいて活動報告を行いました。また、事故課題フォロー分科会（主査：山本章夫）、ロボット分科会（主査：大道武生）、建屋の構造性能検討分科会（主査：瀧口克己）、リスク評価分科会（主査：山口彰）、及び廃棄物検討分科会（主査：柳原　敏）において、各々の技術課題の検討を行いました。
(3)福島特別プロジェクトの活動

2．年会、大会、シンポジウム、講演会などの開催
 (1)総会
(2)年会、大会
 (3)シンポジウム等
1 「東電福島第一原子力発電所の廃炉について
－廃炉の状況と課題、その対策－」
・日　時　平成28年3月11日
・場　所　機械振興会館　多目的ホール
・参加者　144名


―　以下省略　－
